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令和２年３月１７日  

 

海 田 町 議 会  

議長 桑 原 公 治 様 

 

                      海田公民館整備特別委員会  

                       委員長 下岡 憲国 

 

委員会調査報告書 

 

本委員会の調査事項について，会議規則第７２条の規定により，調査の結果

を次のとおり報告します。 

 

１ 調査事項 

  海田公民館整備に関する諸問題の調査・研究 

 

２ 調査の経過 

⑴ 平成２９年４月１４日（第１回委員会） 

○ 基本設計について 

⑵ 平成２９年６月２１日（第２回委員会） 

○ 海田公民館整備事業に伴う実施設計業務の入札結果について 

〇 （仮称）織田幹雄記念館整備活用検討委員会の設置について 

⑶ 平成２９年１２月２２日（第３回委員会） 

○ 実施設計について 

〇 織田幹雄記念館整備活用検討委員会について 

〇 今後のスケジュールについて 

⑷ 平成３０年４月１６日（第４回委員会） 

○ （仮称）海田公民館建設工事の入札方式等について 

⑸ 平成３０年５月２２日（第５回委員会） 

〇 （仮称）海田公民館実施設計の経過について 

〇 （仮称）海田公民館の建築確認について 

〇 （仮称）海田公民館建設工事の入札について 

⑹ 平成３１年１月２５日（第６回委員会） 

〇 （仮称）海田公民館整備工事進捗の状況について 

〇 （仮称）海田公民館の開館準備について 
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 ⑺ 平成３１年３月２７日（第７回委員会） 

○ 織田幹雄スポーツ振興基金の繰入金の処理について 

○ （仮称）海田公民館及び（仮称）織田幹雄記念館の愛称について 

 ⑻ 令和元年６月１２日（第８回委員会） 

〇 委員長の辞任について 

〇 織田幹雄スクエアの整備状況について 

〇 開館記念行事について 

⑼ 令和元年１１月１２日（第９回委員会） 

○ 海田町公民館条例の一部を改正する条例並びに織田幹雄記念館設置 

及び管理条例について 

○ 織田幹雄記念館について 

○ 織田幹雄スクエア開館記念行事について 

○ 織田幹雄スクエアのロゴマークについて 

⑽ 令和２年２月１７日（第１０回委員会） 

○ 織田幹雄スクエアの内覧について 

⑾ 令和２年２月２５日（第１１回委員会） 

○ 海田公民館整備特別委員会の調査報告について 

 

 

３ 調査の概要及び結果 

⑴  平成２９年４月１４日（第１回委員会） 

海田公民館整備に伴う基本設計について，前回の委員会で出された意見

の積み残しや変更点，今後のスケジュールについて執行部から説明を受け

た。 

その内容は，まず，外観については，西国街道や歴史性のある旧千葉家

住宅などと隣接しており，景観の一体化に配慮するため，落ち着きのある

色彩とし，「和」を感じるデザインとしたこと。外観のイメージ図が３種類

提出されたが詳細については実施設計において協議していきたいと考えて

いること。 

次に，太陽光発電及び蓄電池設備については，コスト高になることから

設置しないこととし，自家発電設備については，当該公民館は災害発生時

に避難場所になることから，停電時の保安電力補助のため，設置すること

にしたこと。 

次に，概算工事費については，労働単価の上昇や自家発電設備の増強等

により，当初計画から２億７,３００万円増額の１３億４,９００万円にな

ったこと。 
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最後に今後のスケジュールについて，平成２９年度は５月に実施設計の

入札を行い，実施設計業務に１０か月要すこと，平成３０年度は５月に入

札を行い，６月定例会で認定後，工事に取り掛かり，平成３２年４月の開

館と考えている，とのことであった。 

 

⑵  平成２９年６月２１日（第２回委員会） 

執行部から海田公民館整備事業に伴う実施設計業務の入札結果について

及び（仮称）織田幹雄検討委員会の設置についての説明を受けた。 

その内容は，まず，海田公民館整備事業に伴う実施設計業務の入札結果

については，平成２９年５月３０日に実施設計業務の入札を実施し，税込 

４,０５９万６,１２０円で株式会社ニュージェックが落札したこと。 

次に，（仮称）織田幹雄検討委員会の設置については，委員会の設置に係

るスケジュールの説明及び呉市の大和ミュージアムの事務局長をファシリ

テーター候補とする旨の説明であった。 

 

⑶  平成２９年１２月２２日（第３回委員会） 

  執行部から実施設計について，（仮称）織田幹雄記念館整備活用検討委員 

会について及び今後のスケジュールについての説明を受けた。 

実施設計については，移動観覧席数を３００席から２００席に変更したこ

と，パウダーコーナーの設置，外装のタイル部分を杉板型枠打放しに変更す

ること等の説明があった。概算工事費については，躯体の大型化や鉄筋資材

の増額により，基本設計時から１,５１５万円増額の１３億６,３１５万円と

なったとのことであった。 

委員から，「東京オリンピックにより，今後も物価高騰や人材不足が見込

まれるため，スケジュールを前倒しすべきである」との意見が出されたが，

執行部から「建築確認申請の問題から，実施設計業務は３月下旬まで掛かる

が，出来るだけ早く発注できるよう努力する」との回答があった。 

  

⑷ 平成３０年４月１６日（第４回委員会） 

執行部から（仮称）海田公民館実施設計業務の進捗状況等及び入札方式 

等について説明を受けた。 

（仮称）海田公民館実施設計業務の進捗状況については，前回の委員会で 

委員から出された意見を踏まえた最終的な平面図が提出された。 

次に，工事の発注方式については建設工事，電気設備工事，機械設備工事 

の分離発注工事で行うとの説明があり，建築工事においては，入札方式を条 

件付一般競争入札とし，入札参加者については地元企業の育成の観点から特 
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定 JV 方式を採用すると説明があった。  

この説明を受けて委員から，「（仮称）海田公民館実施設計業務について， 

３月定例会で行った繰越明許費のこと，履行期限が昨年度の３月３１日から

今年度の５月３１日まで延長したことについての十分な説明がなされてい

ない」との意見が出された。 

執行部退席後，これまでの調査内容について，本会議において中間報告を

行うこととした。 

 

⑸  平成３０年５月２２日（第５回委員会） 

執行部から（仮称）海田公民館実施設計の経過について，（仮称）海田公 

民館の建築確認について及び（仮称）海田公民館建設工事の入札について 

説明を受けた。 

冒頭に，町長から「本来であれば実施設計業務完了次第，委員会に報告し

た後に工事の発注手続をするべきであるが，平成３２年４月の開館を目指す

ため，工事発注事務をこのまま進めていきたい」との発言があった。執行部

からは前回の委員会において委員から意見のあった，実施設計業務が２か月

遅れたことについて「最終的な仕様の決定の際に，概算工事費の大幅な増額

が見込まれ，それを減額に向けた検討協議にスケジュール上２か月の遅れが

あった」と説明を受けた。 

 委員から「スケジュール管理をしっかりしてほしい」，「教育委員会だけ 

でなく，建設部ともしっかり連携をとるべき」などの意見が出された。 

  最後に，建築確認を含む実施設計が完了する前に入札手続に着手したこと

について，本来あるべき手順を逸脱しているが，執行部において反省し，今

後そのようなことのないように十分に気を付けるとの答弁を受け，委員会と

して今回のみの特例として容認することを全会一致で確認した。 

また，本件に関し予算委員会における説明が不十分であったとの指摘もあ 

ることから，今後執行部には真摯に対応することを求めることとした。 

 執行部退席後，今回の委員会を踏まえた調査内容についてを，本会議にお 

いて中間報告を行うこととした。 

 

⑹ 平成３０年６月５日（平成３０年第２回６月定例会） 

  本会議において委員会中間報告を行った。 

 

⑺ 平成３１年１月２５日（第６回委員会） 

執行部から，（仮称）海田公民館整備工事進捗の状況について及び（仮 

称）海田公民館の開館準備について説明を受けた。 
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（仮称）海田公民館整備工事進捗の状況については，（仮称）海田公民館

の基礎となる杭工事において，一部範囲で建物を支えるための固い地盤で

ある支持層が設計支持層より深い位置にあることが判明した。建物の安全

性・耐震性を確保するには，支持層に杭を到達させる必要があるため，杭

の追加作成に伴う工事費４,０００万円の増額と約３か月の工期の延伸が

予想される旨の報告があった。併せて，（仮称）海田公民館の開館について

は当初の予定どおり２０２０年４月に間に合うよう，スケジュール調整を

行う旨の説明もあった。 

また，織田幹雄スポーツ振興基金から１,０００万円を追加支出し，織田

幹雄さんをモチーフとした緞帳を１階ホールに整備すると説明があった。な

お，杭工事及び緞帳の整備に係る変更契約議案を平成３１年３月定例会に提

出する旨の意向を受けた。 

委員から「ボーリング調査を実施した業者に瑕疵はなかったのか」，「基 

金の使途として緞帳を整備することは適切か」などの質疑があったが，これ

らに伴う（仮称）海田公民館整備に係る執行部の説明については，委員会と

して全会一致で認めることとした。 

（仮称）海田公民館の開館準備については，（仮称）海田公民館の総称を

制定するため，選定委員会を設置し，検討する旨の報告があった。委員から

「新公民館の総称は，公募してはどうか」，「公民館の総称についてネーミン

グライツの検討はしたのか」などの質疑があった。 

執行部退席後，これまでの調査内容について，本会議において中間報告 

を行うこととした。 

 

⑻ 平成３１年３月５日（平成３１年第１回３月定例会） 

  本会議において委員会中間報告を行った。 

 

⑼ 平成３１年３月２７日（第７回委員会） 

織田幹雄スポーツ振興基金の繰入金の処理についての説明が執行部から

なされた。 

（仮称）海田公民館及び（仮称）織田幹雄記念館の愛称については，執 

行部から「織田幹雄スクエア」と決定したとの報告を受けた。これに対し 

委員から「愛称は設置管理条例ではどうなるのか」，「スクエアは悪い意味 

合いを持つ場合もある」などの質疑や意見が出された。 

 

⑽ 令和元年６月１２日（第８回委員会） 

委員長からの辞任の申し出があったが，委員会での採決の結果，否決さ 
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れ委員長を継続することになった。 

執行部から，織田幹雄スクエアの整備状況について及び開館記念行事に 

ついての説明を受けた。 

織田幹雄スクエアの整備状況については，変更契約があったものの，当 

初の予定どおり進んでいるとのことで，開館記念行事については，式典，記

念講演及び内覧会を実施するとのことであった。 

 

⑾ 令和元年１１月１２日（第９回委員会） 

  執行部から，海田町公民館条例の一部を改正する条例については，移転新

築に伴う位置，部屋名及び使用料の改正に加え，海田町視聴覚ライブラリー

条例を廃止する旨の説明を受け，織田幹雄記念館設置及び管理条例について

は総務文教委員会で審議することになった。 

織田幹雄記念館については，織田幹雄さんの功績をたたえる展示内容が具

体的に示され，委員からは「安全に配慮したつくりにしてもらいたい」，「町

外の人にも見に来てもらえるような取組は」などの意見や質疑が出された。 

執行部から，織田幹雄スクエア開館記念行事については，業務の受託業者

が決定し実施内容が決まったこと，織田幹雄スクエアのロゴマークについて

は，ロゴマークのデザインについての説明を受けた。 

 

⑿ 令和２年２月１７日（第１０回委員会） 

  織田幹雄スクエアの内覧を行い，ホール及び各部屋の設備や機能について

執行部から説明を受けた。 

 

⒀ 令和２年２月２５日（第１１回委員会） 

   織田幹雄スクエアの整備が終了することに伴い，当委員会を廃止するか 

どうかについての採決を行い，賛成多数で廃止することと意思決定した。 

また，これまでの調査内容について，次回の定例会において報告を行う 

こととした。 

 

４ その他 

海田公民館の整備は町にとって重要な施策であり，海田公民館整備基本構想

特別委員会の時から質疑や意見の提言などを積極的に行ってきた。その当該施

設が令和２年４月に開館することから，当委員会の調査事項である「海田公民

館整備に関する諸問題の調査・研究」は終了し，同時に特別委員会としての活

動も今年度をもって終えるものと考える。 


